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の振動子としてふるまうから･それに応 じた xs(a') の形を用いることにより･変位型












での過程が年代順にくわしく述べられた｡ (文責 江間健司 )
液 体 の 転 位 論
講師 東大 ･理 鈴 木 秀 次
§1.序
液体状態を "高密度な転位の入った状態'とする考えについて,お話しされた｡ 結晶
は融解によって1070以下の体積増加をするだけであるから,原子間距離で3%増加す
るだけである｡従って,原子間相互作用もほとんど変らないはずであり,構成原子の相
対並進運動は結晶中で可能な運動と同じであると考えられる｡ そこで,液体の流動を転
位の運動として考えることができる｡高密度の転位は,平衡状態で安定に存在し得る場
合があるので,液体は高密度の転位を平衡状態で含んだ結晶であり,液体を特性づける
原子の熱運動は,転位の運動によって記述されるという考えは極めて自然である｡
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